資料-3.1 記入例1

	アピールポイント
	新製品開発のためのものつくり環境整備

	No.
	支援テーマ
	製造現場のものつくりの環境整備
	支援窓口
	埼玉県支部

	業種
	製造業
	企業名
(かな)
	株式会社○○○○
	支援技術士名
技術士部門
	渡辺孫也

	
	
	所在地
	東京（本社）、埼玉県
	
	金属

	資本金
	1500万円
	従業員数
	42名
	設立年
	1987.2
	
	

	支
援
業
務
の
概

要

	目的

	JIS認定から始まって客先認定試験の支援、新製品の開発と実用化、原材料に金属、プラスチックの購買、社内体制の整備など製造現場のものつくりの環境整備を行うこと。

事業内容：電気工事材料の製造販売　プラスチック押出＆射出成型を行い電業部品の製造販売
　　　　を行っている。

	
	内
容

	1）ＪＩＳ規格の取得
2）特定需要家の認定取得　例：接地線引出留具
3）大型射出成型機の適用

等があるがランシングロッドのコネクターの開発と実用新案の取得について述べる。
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 コネクターはハンガーを繋いだり外したり脱着が容易に出来て作業性が良くて強度も十分にないといけない。本件は営業マンが発案してＴ金型会社と共同で開発したものである。
一番の特徴は雌雄同形であることである。
試行錯誤で1年かかっている。技術士の専門家が実用新案取得を支援した。

	
	成果
・効果
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ラッシングロッドは電線を保持する役目であって

1500ｍｍのロッドをコネクターで繋ぐ試験を
フィールドで行った。これは50ｍを繋いで

実際の電線を保持させる。この時のたるみと
作業性を見る試験で写真はその様子を示している。

	ポ
イ
ン
ト
	1.　専門スタッフがいないので支援者が時間を割いて社員となったつもりで業務をやって見せる。
　　優秀なオペレーターは品質の確保が基本

2.　関係会議に出て改善、考え方の発言、提言

3.　生産管理、コストダウン、品質などの基本的考え方を全員に講義して協力してもらう。

4.　企業のトップの信頼関係が最も大切である。
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